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まえがき 

2011 年 3 月 11 日に発生した我が国の歴史上最大の地震、東北地方太平洋沖地震（マグニチュード 9.0）

が発生して、東北地方から関東地方にかけて、大規模な津波と地震による被害が発生した。この地震は、

日本列島の東北部の下にもぐりこむ太平洋プレートの境界で発生したものであるが、西日本においても、

南海トラフから沈み込むフィリピン海プレートの境界で同様の大規模な地震の発生が懸念されており、

内閣府では、このタイプの「最大クラス」の地震とそれに伴う津波による被害を想定し公表している（内

閣府，平成 24 年 8 月 29 日、平成 25 年 3 月 18 日）。 

佐賀県は、このようなプレート境界型地震の発生域からは距離があり、内閣府の検討では、このタイ

プの地震・津波による被害はあまり大きくないと想定されているが、県内および周辺には、いくつかの

内陸活断層が存在しており、その活動により被害地震が発生する可能性があるため、文部科学省地震調

査研究推進本部の地震調査委員会から、平成 25 年 2 月に、「九州地域の活断層の長期評価（第一版）」が

公表された。この評価作業自体は、東北地方太平洋沖地震発生以前から進められてきたものであるが、

佐賀県地域に影響する可能性のある活断層についても新たな評価が行われている。この評価をふまえて、

佐賀県でも、平成 21 年度に行った地震シミュレーション調査での地震想定及び被害想定の結果の見直し

を行うこととなった。 

 

 なお、文部科学省地震調査研究推進本部では、佐賀県に被害をもたらした主な地震を下表のようにま

とめている。歴史資料によると、大きな被害を及ぼした地震はあまり知られていない。被害地震とされ

ている、1703 年の小城付近の地震、1831 年の佐賀市付近の地震についても、詳細は分かっていない。

また、県内の活断層に対応する規模の大きな地震（活断層の固有地震）は知られていない。一方、679

年の筑紫国の地震の際には、詳細は不明だが相当大きな被害が生じたと考えられており、1700 年の壱岐・

対馬の地震（Ｍ７）では、佐賀で瓦が落ちるなどの被害が生じており、2005 年の福岡県西方沖の地震で

も、みやき町で震度６弱を観測したほか、負傷者や家屋の破損などの被害が生じている。このように周

辺地域の浅いところで発生した地震で被害を受けることもある。 

津波についてみると、1792 年の島原半島眉山（当時前山）の崩壊により発生した津波で、家屋や船舶

の流出などの被害が生じている。 

 

佐賀県に被害をもたらした主な地震[歴史地震]   

西暦（和暦） 地域（名称） マグニチュード Ｍ 主な被害 

679 年 
（天武 7年） 

筑紫 ６．５～７．５ （家屋の倒壊多数。） 

1703 年 6 月 22 日 
（元禄 16 年） 

小城 不明 
小城古湯温泉の城山崩
れ、温泉埋まる。 

1831 年 11月 14日 
（天保 2年） 

肥前 ６．１ 
佐賀城に被害。全壊家屋
あり。 

(文部科学省地震調査研究推進本部： http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/kyushu-okinawa/p41_saga.htm） 
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